
記事外注募集の仕方 

ブログでお金を稼いでいくうえで、ブログ記事の量産は必須です。 

私のブログの記事数は合計で1000をゆうに超えていますが、それだけの記事をまったくの一人で 
構築するのには膨大な時間がかかります。 

そこで、活用するのが記事外注要員です。 これをクラウドワークスやランサーズといったサイト
で募集するのです。 

ただし、外注を募集して記事を量産していくマインドはいいのですが、でたらめなまったくキー
ワード選定ができていない記事を量産しても意味がありません。 

また、外注を募集しても相手はほとんどが素人。つまり、必然的に指導が必要になってきます。 

ですので、記事外注を募集する前に、しっかり自分でしっかり記事を書けるようになってからに
しましょう。 

そのうえで、外注を募集するにあたりクラウドワークス等に出す募集文例を示したいと思います。 
以下のような感じで出していただければ、外注要員は見つかるはずです。 

1 記事外注募集要員募集文例 

こちらが指定するタイトルキーワードに沿って。1 記事最低 2000 字以上の記事を作成いただけ
る方を募集します。 

ただし、記事の中に全体の 5 割を限度にコピーペーストをお使いいただいて構いません。 
 (コピペ部分には引用タグを貼り付けてください。) 

真面目にこなしていただける方であれば、まだ駆け出しの方でも構いません。 ぜひお気軽に応募
ください。 

https://crowdworks.jp
https://www.lancers.jp


■募集人員 
・PC をお持ちの方(必須)  
・連絡のやり取りをしっかり行っていただける方  
・守秘義務をちゃんと守れる方 

■具体的な仕事内容 
・1日1記事作成 
・引用込みで文字数最低 2000 字以上 
・こちらから指定する記事タイトルに合った記事内容を画像と合わせて記事にしていただきます。  
・掲載メディアはブログになります。 
   

**禁止内容** 
コピペ 誹謗中傷 エロ系(水着写真等)  
キャプチャや記事内に YOUTUBE 動画を使う 

■報酬 
基本:1 日 1 記事で 10 記事ごとに報酬の支払い 

記事作成ごとにチェックをさせていただき、記事のチェックが終了次第、次の記事のキーワード
をお渡しいたします。 

1 記事:500 円 

記事作成精度の高い方には、単価 UP も検討致します。 

■ ご応募の際は下記 4 つの質問について回答を書いた上でメッセージをお願いいたします! 

1.1 日 1 記事作成可能か 
 2.直接連絡のやりとりが可能な曜日・時間帯  
(回答例)平日 19:00~22:00 

ご応募いただいた際は、まずはお試しで 1 記事作成いただきます。 
 (お試し分も報酬はしっかりお支払いいたしますのでご安心ください。) 

そちらの結果を踏まえた上で、その他細かなお仕事内容について直接確認を取らせていただき、 
お互いに契約に問題がなければそのまま正式にお仕事のパートナーとして契約させていただく流 
れで考えております。 



ご不明な点がございましたら、ご連絡ください。 

 あなたとお仕事できることを楽しみにしています! それでは、ご応募お待ちしております。 

こんな感じですね。 

特に思いっきりセールス・営業する必要はなく、淡々とやってもらいたい仕事内容を羅列するだ
けで OK ですが、実際に記事作成員として働いてくれてる人が実際に働いて、どんな感想を持っ
て いるかなど、お客様の声のような形で募集文にストーリー仕立てで掲載してあげると、比較的、
外注を集めやすくなります。 

契約した外注には改めて記事作成の注意事項を説明し業務に取り掛かってもらいます。 

次に納品方法についてどうすればよいかについて話します。 

2 記事外注の納品方法 

もちろん、ワード等に記事内容を書いて外注からギガ便などのファイル転送便で送信していただ 
いて納品という形でもよいのですが、面倒なことは出来る限り避けたいので、そうではない方法
をご紹介します。 

まず、ワードプレスのダッシュボード画面のユーザー-新規追加で、新しく集めた外注のログイン 
ID とパスワードを追加する。 

 



その際、注意すべきなのは「権限グループ」 

 くれぐれも「管理者」を選ばないように。管理者は記事を削除することも、ログイン ID とパス
ワードも変更できますので、危険です。 

必ず、権限グループは「投稿者」でユーザー登録をしてください。 

 



その上で、外注それぞれに ID とパスワードを渡し、できた記事は下書き保存状態で納品してもら 
えば OK です。 

説明は以上です。  

ガンガン記事を量産していきましょう。


